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A.研究目的 

我々は、紀伊半島の家族性認知症-パーキンソン症

候群 (ALS/PDC) では、尿中 OHdG が高値であ

ることを報告しており (Morimoto et al. Mov. 

Disord. 2008)、病態に酸化ストレスの関与が想定

されている。現在、common ALS において、エ

ダラボンの臨床治験第Ⅲ相が行われており、診断

確実で軽症例ではプラセボとの群間差をもって

ピンチ力が改善することが報告されている。紀伊

ALS/PDC におけるフリーラジカルスカベンジ

ャーであるエダラボンの臨床効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について報告する。 

 

B.研究方法 

対象は、紀伊 ALS/PDC 5 例 (男性 4 名, 女性 1

名、平均年齢 68.4 歳、全例 PDC、平均罹病期

間 9.4 年)に対するオープンラベル試験。方法

は、エダラボン(1A, 30mg/回)を適当量の生食

液等で用時希釈し、30 分かけて 1日 1回点滴静

注する。週 2日間点滴投与を 1 クールとし、24

クールを連続して行う。併用薬として ビタミ

ン E (酢酸トコフェロール) 300mg/日とビタミ

ン C (アスコルビン酸) 2000mg/日を連日内服併

研究要旨 

〔目的〕紀伊半島の家族性認知症-パーキンソン症候群 (ALS/PDC) では、病態に酸化ストレスの関与
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を評価し効果を検討する。なお、本研究は、町立南伊勢病院倫理委員会で承認を得ている。 

〔結果および考察〕5例中病状が軽度の 2例で意欲や活動性に改善が見られた。特に最も病状の軽かっ

た 1例では、UPDRS, CAS やる気スコアであきらかな改善がみられた。他の 1例では著変なく、高度認

知症の残り 2例では易怒性、暴力行為が出現し投与 3ヵ月で中止した。 

〔結論〕牟婁病の病態に酸化ストレス、ニトロ化ストレスが関与しているという前提で、フリーラジ

カルスカベンジャーの投与研究を行った。病状が軽度の症例ではエダラボンが有効であったが、一方、

重症例では興奮性などの陽性症状が出現した。病期による薬剤の使い分けが必要である。 

 



  
 

 

用する。開始時と終了時に MMSE、ALSFRS-R、

UPDRS、FAB、やる気スコア、CAS を評価し効果

を検討する。期間は、2011 年 11 月から 2012 年

月まで。 

(倫理面への配慮) 本研究は、町立南伊勢病院倫

理委員会で承認を得ている。 

 

表 1 対象患者 

 

 
 

 

C.研究結果 

5 例中病状が軽度の 2例で意欲や活動性に改善

が見られた。特に最も病状の軽かった1例では、

UPDRS, CAS やる気スコアであきらかな改善が

みられた。他の 1例では著変なく、高度認知症

の残り 2例では易怒性、暴力行為が出現し投与

3ヵ月で中止した。 

 

表 2 MMSE 

 

 

 

 

表 3 FAB 

 

 

 

表 4 やる気スコア 

 

 

 

表 5 CAS:面接 

 

 

 

 

 

 



  
 

 

表６ CAS: 質問紙 

 

 

 

表 7 CAS: 日常生活行動 

 

 

 

表 8 やる気スコア：自由時間観察 

 

 

 

 

 

 

表 9 症例 2 有効例: CAS 

 

 

 

D.考察 

エダラボンは、神経疾患に対しては脳梗塞と

ALS のほかには投与されたデータはない。今回、

紀伊 ALS/PDC の、とくに意欲低下を主体とする

認知症症状に対する効果について注目した。症

例 2で歩行や動作、意欲の改善、症例 1で発語

量の増加や受け答えの改善と言った反応が見

られた。症例 3は不変、症例 4,5 は、易怒性、

性的逸脱等があり投与、約 3 ヵ月で中止した。

少数例での検討ではあるが、比較的軽症の患者

ではある程度の効果が期待できる可能性があ

る。 

 

E.結論 

牟婁病の病態に酸化ストレス、ニトロ化ストレ

スが関与しているという前提で、フリーラジカ

ルスカベンジャーの臨床研究を行った。病状が

軽度の症例では、エダラボンが有効であったが、

重症例では、興奮性や性的逸脱といった陽性症

状が見られた。今後、軽症例を対象とした多数

例での長期的な QOL改善効果等についての検

討が必要である。 

 

F.健康危険情報 

進行例で高度の認知症例では、易怒性や性的逸脱

といった興奮症状を認めた。 
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